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研究成果の概要（和文）： 
自然環境保全・再生型の社会基盤整備や地域づくり・まちづくりでは、事業を市民参加型で

行うことが社会的なニーズになっているが、自然再生は、農山漁村地域で行われることが多く、

こうした地域での社会基盤整備や環境問題では、地域の風土に根ざした生活を送る人々（地域

住民）の参加が不可欠である。しかし、伝統的な価値観によって生活する地域の人びとに近代

市民社会の人間像を期待した上での参加方式は、地域固有の風土特性をもつ日本の地域社会で

は極めて困難であり、むしろ地域の「風土性」に即した形での「市民参加・住民参加」が求め

られている。本年の成果は、地域社会の人々が社会的合意形成の主体として地域づくり等に参

加する上での諸条件、とくに地域社会に固有の「自律性と協働性」「公共性」「資源管理および

リスク管理の配分の正義」等の倫理的価値の構造を理解するための重要な要素として、「局所的

風土性」と「意見の理由の来歴」を含む地域社会での情報管理の重要性、および倫理的意思決

定における行為の理解における「所与・遭遇・選択」の概念を明示したことである。これを踏

まえて東日本大震災のもつ倫理的、歴史的意味についても考察を加えた。また、こうした理論

的な研究を新潟県佐渡市、島根県出雲市、沖縄県国頭村などでの実践的活動に活用した。さら

に、東日本大震災からの地域の復興に関して、農林水産省東北農政局の事業に対し、本研究の

成果として得た知見を提供した。なお、本研究の成果を踏まえた新規研究「社会的合意形成に

おける情報管理の倫理的価値構造に関する研究」が平成 24 年度科学研究機補助金の対象として

採択された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
  Although it is thought that it is necessary for projects of nature regeneration in public 
works to make citizens engage in their processes, many of the projects of nature  
regeneration are carried out in rural areas. Local people are expected to participate in  
the projects, but it is difficult to design the process as in the case of urban areas, where 
people behave as modern citizen. Rather, in the case of rural areas, we should design the 
whole process as is matched to the characteristics of rural space, since local areas have 
their own concepts of autonomy, collaboration, publicity, justice of distribution of resources 
and burden of risks. This study made it clear that the projects of nature regeneration in 
rural areas should pay attention to the importance of information management based on 
the notions of local climate and history of reason behind opinions of people and offered a 
new idea of what is given, what is encountered, and what is chosen for ethical decision 
making in the process of nature regeneration. These ideas are proposed to some of the 
governmental organizations that are responsible for the reconstruction of the areas 
devastated by the Great East Japan Disaster in 2011. A new project entitled ‘A study of 
ethical value structure of information management in the public consensus building was 
accepted by JSPS as the next step of this study. 
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１．研究開始当初の背景 
 現代社会において緊急の課題となってい

る自然環境保全・再生型の社会基盤整備や地

域づくり・まちづくりでは、事業を市民参加

型で行うことが社会的なニーズになってい

る。自然再生は、農山漁村地域で行われるこ

とが多く、こうした地域での社会基盤整備環

境問題では、地域の風土に根ざした生活を送

る人々（地域住民）の参加が不可欠である。

しかし、伝統的な価値観によって生活する地

域の人びとに近代市民社会の人間像を期待

した上での参加方式は、地域固有の風土特性

をもつ日本の地域社会では極めて困難であ

る。むしろ地域の「風土性」に即した形での

「市民参加・住民参加」が求められている。

本研究の課題は、地域社会の現状に即した

「風土的視点に立つ市民参加」の理論的基礎

を明らかにすることにある。 
  

２．研究の目的 

本研究は、地域社会の人々が社会的合意形

成の主体として地域づくり等に参加する上

での諸条件、とくに地域社会に固有の「自律

性と協働性」「公共性」「資源管理およびリス

ク管理の配分の正義」等の倫理的価値の構造

を明らかにし、これらの倫理的価値を自覚し

つつ地域づくり等に参加する地域の人々の

「風土的市民性」を明らかにすることを目的

とする。 

 
３．研究の方法 

 本研究の基本的な方法は、 
（１）文献研究 
（２）地域社会での文献調査・インタビュ

ー・ヒアリングにもとづく倫理的価値概念の

分析 

（３）概念の分析にもとづいた現代的な意

義の解明と新たな解釈の提示 
の３要素から構成される。 
 

４．研究成果 
 地域社会の人々が社会的合意形成の主体

として地域づくり等に参加する上での諸条

件、とくに地域社会に固有の「自律性と協働

性」「公共性」「資源管理およびリスク管理の

配分の正義」等の倫理的価値の構造を理解す

るための重要な要素として、「局所的風土性」

と「意見の理由の来歴」を含む地域社会での

情報管理の重要性、および倫理的意思決定に

おける行為の理解における「所与・遭遇・選

択」の概念を明示した。これを踏まえて東日

本大震災のもつ倫理的、歴史的意味について

も考察を加えた。また、こうした理論的な研

究の成果を新潟県佐渡市、島根県出雲市、沖

縄県国頭村などでの実践的活動に活用した。

さらに、東日本大震災からの地域の復興に関

して、農林水産省東北農政局の事業に対し、

本研究の成果として得た知見を提供した。な

お、本研究の成果を踏まえた新規研究「社会

的合意形成における情報管理の倫理的価値

構造に関する研究」が平成 24 年度科学研究

機補助金の対象として採択された。 
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